
 

   

 

核兵器廃絶と平和を考える原爆写真展 および 「三重県原爆被災者の会 三友会」

会員による講話を開催します。ぜひご参加ください。 

会 場  くわなメディアライヴ２階（桑名市中央町三丁目 79番地） 

            ふるさと多度文学館（桑名市多度町多度ニ丁目 24番地 1） 

      
長島輪中図書館・ 

長島ふれあい学習館（桑名市長島町源部外面 337番地） 

日 時 講 話 くわなメディアライヴ 

８月５日（火）午前１０時／午後２時 

８月９日（土）午前１０時／午後２時 

８月 1５日（金）午前 10時 

           ふるさと多度文学館 ８月６日（水）午前１０時 

       長島ふれあい学習館 ８月６日（水）午後２時 

写真展 ８月５日（火）～８月１５日（金）午前９時～午後５時 

（各施設の休館日を除く） 

入 場  無料（くわなメディアライヴの駐車場が満車の場合は、桑名市パブリックセンタ

ー・柿安シティホールの駐車場もご利用いただけます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

        桑名市役所 総務課            TEL 0594-24-113１ 

三重県原爆被災者の会 三友会（桑名代表） TEL 0594-41-5252 

桑名市・三重県原爆被災者の会 

三友会桑名支部 共催 

「被爆者も高齢化が進み、その声も文字通りか細くなりつつあ

ります。しかしながら、ヒロシマ・ナガサキの閃光の下で一瞬

にして生命を奪われた何万という人たちの無念、かろうじて生

き残ったものの好奇の目にさらされたり、就職や結婚で差別さ

れたり、貧困や孤独を強いられた人たちの戦後の生きざまに思

いをはせるとき、まだ生命を与えられている者として、被爆の

体験を今の世の人たちに伝え続けること、それが私たちの使命

だと思っています。」 

                                 ～ 被爆者の訴え ～ 


